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	建築士事務所
	名称
	

	
	所在地
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	防火対象物
	名称
	

	
	所在地
	

	
	区分等
	政令別表第１　（　　　）項　　　用途
（従業員の数　　　　　　名）

	消防用設備等の種類
	□消火器　　　　　　　□屋内消火栓設備　　　　□スプリンクラー設備　
□泡消火設備　　　　　□不活性ガス消火設備　　□粉末消火設備
□屋外消火栓設備　　　□自動火災報知設備　　　□ガス漏れ火災警報設備
□漏電火災警報器　　　□火災通報装置　　　　　□非常ベル
□自動式サイレン　　　□放送設備　　　　　　　□避難器具（　　　　　　）
□誘導灯・誘導標識　　□消防用水　　　　　　　□連結散水設備
□連結送水管　　　　　□非常コンセント
□その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	□特定共同住宅等
　□住宅用消火器　　□共住用ＳＰ　　□共住用自火報　　□住戸用自火報
　□共住用非警報　　□共住用連送　　□共住用コンセント

	
	その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	火気を使用する設備等
	□炉　　　　　　　　　□温風暖房機　　　　　　□厨房設備
□ボイラー　　　　　　□乾燥設備　　　　　　　□サウナ設備
□簡易湯沸設備　　　　□給湯湯沸設備　　　　　□ヒートポンプ設備
□火花を生じる設備　　□放電加工機　　　　　　□燃料電池発電設備
□変電設備　　　　　　□急速充電設備　　　　　□発電設備
□蓄電池設備　　　　　□ネオン管設備
□その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	住宅用防災機器
	□住宅用防災警報器　　□住宅用防災報知設備

	危険物・ガス等
	□危険物　　　　　　　□少量危険物　　　　　　□指定可燃物
□都市ガス　　　　　　□液化石油ガス
□その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	開口部の算定
	□第４号様式（その２）　　　□別紙　（図面№等　　　　　　　　　　　　）

	※受付欄
	※経過欄
	※同意番号欄

	
	
	年月日
	

	
	
	番号
	


（添付図書）
　　　確認申請書（第１面から第６面まで）の写し、付近見取図（案内図）、配置図、面積計算書、各階の平面図、立面図、断面図、室内仕上表、建具表、建具配置図及び消防用設備等の設計図書
（記載上の注意）
　　１　□印のある欄については、該当の□印にレをつけること。
　　２　開口部の算定欄については、別紙にレを付けた場合は、括弧内に開口部の算定を記載した図面番号等を記入すること。
　　３　※印の欄は、記入しないこと。
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開口部の算定
	棟名称等：
	階

	床面積
（Ａ）
	基準開口面積
（Ａ／３０）
	有効開口部面積合計
	※消防機関判定

	㎡
	㎡
	㎡
	□普通階　　　□無窓階

	開口部位置
（　　　面）
	建具記号
	開口部種別
（防　 ㎜・普　 ㎜）
	床面からの高さ(m)
	幅(m)×高さ(m)
×開口数
	開口部面積小計(㎡)

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	



	棟名称等：
	階

	床面積
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	基準開口面積
（Ａ／３０）
	有効開口部面積合計
	※消防機関判定

	㎡
	㎡
	㎡
	□普通階　　　□無窓階

	開口部位置
（　　　面）
	建具記号
	開口部種別
（防　 ㎜・普　 ㎜）
	床面からの高さ(m)
	幅(m)×高さ(m)
×開口数
	開口部面積小計(㎡)

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


（記載上の注意）
　　１　基準開口面積の欄は、小数点以下を切り上げて記入すること。
　　２　※印の欄は、記入しないこと。
